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福
井
商
工
会
議
所
は
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
を
行
い
䣍
会
頭

に
八
木
誠
一
郎(

フ
ク
ビ
化
学
工

業
社
長
・
62
歳)

氏
を
再
任
䣎
今
後

３
年
間
の
基
本
方
針
を
䣓
１
０
０

年
に
一
度
の
チ
䣺
ン
ス
に
出
会
え

た
幸
運 

ト
ラ
ン
ス
フ
䣸
䤀
メ
䤀

シ
䣼
ン
䣕
変
え
て
い
こ
う
䣍
や
䣬

て
み
よ
う
䣎
䣖
と
定
め
た
䣎 

３
年
間
の
任
期
中
に
北
陸
新
幹

線
県
内
開
業
を
迎
え
る
重
要
な
時

期
に
あ
り
䣍
企
業
と
地
域
䣍
商
工

会
議
所
が
能
動
的
に
変
革
に
取
り

組
み
䣍
成
長
・
発
展
す
る
䣕
三
方

よ
し
䣖
の
ト
ラ
ン
ス
フ
䣸
䤀
メ
䤀

シ
䣼
ン
に
挑
戦
す
る
と
意
欲
的
䣎 

１
企
業
の
事
業
変
革
の
挑
戦
を

サ
ポ
䤀
ト
２
変
化
・
進
化
し
続
け

る
地
域
づ
く
り
３
商
工
会
議
所
の

組
織
・
機
能
強
化
の
３
つ
の
変
革 

       

に
取
り
組
み
䣍
経
済
活
動
の
活
発

化
に
つ
な
が
る
企
業
価
値
向
上
な

ど
の
事
業
変
革
を
支
援
す
る
䣎 

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
県
䣍

福
井
市
と
の
䣓
県
都
に
ぎ
わ
い
創

生
協
議
会
䣔
で
合
意
し
た
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
䣍
行
動
計

画
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
䣎
同

市
東
公
園
を
候
補
地
と
す
る
ア
リ

䤀
ナ
整
備
構
想
に
つ
い
て
は
県
都

が
に
ぎ
わ
う
一
つ
の
大
き
な
起
爆

剤
に
な
る
た
め
䣍
し
䣬
か
り
と
方

向
性
を
示
し
て
進
め
て
い
く
の
は

商
工
会
議
所
の
役
割
と
し
た
䣎 

 

八
木
氏
は
昨
年
６
月
䣍
前
会
長

の
伊
藤
忠
昭
氏
の
任
期
途
中
の
辞

任
を
受
け
会
頭
に
就
任
䣎
北
陸
経

済
連
合
会
副
会
長
䣍
県
文
化
振
興

事
業
団
理
事
長
な
ど
を
務
め
る
䣎 

今
回
の
役
員
改
選
が
八
木
体
制 

       

の
本
格
的
な
始
動
と
な
り
䣍
副
会

頭
に
清
水
則
明(

ラ
ニ
イ
福
井
貨

物
会
長
・
68
歳)

氏
を
再
任
䣎
新
た

に
䣍
福
井
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

な
ど
を
務
め
る
林
正
博(

福
井
銀

行
会
長
・
65
歳)

氏
䣍
吉
田
真
士(

福

井
新
聞
社
社
長
・
48
歳)

氏
と
平
野

洋
一(

平
野
純
薬
社
長
・
62
歳)

氏

の
３
人
を
新
任
䣎
八
木
会
頭
を
中

心
に
福
井
の
将
来
䣍
方
向
性
を
見

据
え
䣍
県
都
の
経
済
活
性
化
や
ま

ち
づ
く
り
に
鋭
意
取
り
組
む
䣎 

 

こ
の
ほ
か
高
見
和
宏
専
務
理
事

が
退
任
し
䣍
常
務
理
事
・
事
務
局

長
の
嶋
田
浩
昌(

60
歳)

が
就
任
䣎

そ
の
後
任
に
䣍
理
事
・
事
務
局
次

長
の
藤
川
博
史
氏
が
就
い
た
䣎
中

小
企
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
䤀
所
長

に
寺
川
直
輝
執
行
理
事
が
再
任
䣎

常
議
員
25
人
䣍
監
事
３
人
を
選
任

し
た
䣎 

 

八
木
新
体
制
が
本
格
的
に
始
動

し
た
福
井
商
工
会
議
所
䣎
八
木
会

頭
の
手
腕
に
期
待
が
集
ま
る
䣎 

常
議
員 

梅
田
憲
一(

シ
ス
テ
ム
研
究

所) 

進
藤
哲
次(

ネ
ス
テ
䣵) 

岡
本
一

夫(

福
井
信
用
金
庫) 

光
野
稔(

福
井
テ

レ
ビ
ジ
䣼
ン
放
送) 

池
内
昭
彦(

福
井

放
送) 

松
木
伸
太
郎(

サ
カ
イ
オ
䤀
ベ

䣹
ク
ス) 

川
田
浩
司(

セ
䤀
レ
ン) 

藤

原
宏
一(

広
撚) 

野
坂
鐵
郎(

福
井
経

編
興
業) 

前
田
征
利(

前
田
工
繊) 

西

山
和
夫(

ミ
ツ
ヤ) 

清
川
肇(

清
川
メ
䣹

キ
工
業) 

江
守
康
昌(

日
華
化
学) 

花

山
優(

花
山
工
業) 

齊
藤
泰
輔(

石
黒
建

設) 

岸
研
司(

熊
谷
組
北
陸
支
店) 

田

中
猛
雄(

タ
䣹
セ
イ) 

村
田
良
昭 

(

北

陸
電
力
福
井
支
店) 

三
谷
聡(

三
谷
商

事) 

北
野
耕
一(

フ
䤀
ド
サ
䤀
ビ
ス
福

井) 

川
口
孝
誠(

カ
ワ
グ
チ) 

安
田
泰

三(

安
田
蒲
鉾) 

岩
佐
大
秀(

興
和
江

守) 

芝
原
康
之(

協
同
組
合
福
井
問
屋

セ
ン
タ
䤀) 

田
中
香
苗(

そ
ご
う
・
西
武

西
武
福
井
店) 

 

監
事 

高
畠
勝
之(

Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
福
井
支
店) 

木
田
弘
誠

(

北
陸
銀
行
福
井
地
区
事
業
部) 

村
中

美
紀
夫(

村
中
建
設) 

 

八
木
誠
一
郎
会
頭
再
任 

新
体
制
始
動 

１
０
０
年
に
一
度
の
好
機 

三
方
よ
し
の
変
革
に
挑
戦
！ 
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鯖
江
商
工
会
議
所
は
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
を
行
い
䣍
新
会

頭
に
加
藤
団
秀(

加
藤
吉
平
商
店

代
表
劣
梵
代
表
取
締
役
・
64
歳)

氏
が
就
任
䣎
加
藤
新
会
頭
は
䣓
も

の
づ
く
り
産
業
や
䣍
ま
ち
づ
く
り

の
活
力
を
生
か
し
た
魅
力
の
あ
る

鯖
江
を
創
造
し
て
い
き
た
い
䣔
と

意
欲
を
示
す
䣎 

 

顧
問
に
黒
田
一
郎(

ア
イ
テ
勏

ク
会
長
・
76
歳)

会
頭
と
園
幸
雄

(

ヨ
シ
ケ
イ
福
井
代
表
・
75
歳)

副

会
頭
䣎
副
会
頭
に
酒
井
雅
憲(

酒
伊

編
織
社
長
・
63
歳)

氏
䣍
佐
々
木
英

二(

エ
ク
セ
ル
眼
鏡
社
長
・
55
歳)

氏
を
新
任
䣍
永
杉
宏
之(

な
が
す
ぎ

社
長
・
69
歳)

氏
を
再
任
䣎
専
務
理

事
に
藤
井
智
正(

59
歳)

を
新
任
䣎 

常
議
員 

青
山
剛
士(

福
井
銀
行
神
明

支
店) 

市
野
好
一(

ト
䣹
プ
テ
ク
ノ) 

       

内
田
宏
治(

フ
ク
シ
ン) 

大
島
恒
彦

(

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
東
信) 

大
橋
良
史(

大

橋
モ
䤀
タ
䤀
ス) 

角
谷
龍
史(

角
谷
会

計) 

川
上
広
志(

公
益
セ
ン
タ
䤀) 

小

松
原
一
身(

ボ
ス
ト
ン
ク
ラ
ブ) 

齋
藤

壽
治(

サ
イ
ト
建
設) 

佐
々
木
博
則

(
中
松) 

佐
飛
康
央(

サ
ビ
デ
ン
キ) 

下

村
昭
夫(
下
村
漆
器
店) 

園
真
和(

ヨ

シ
ケ
イ
福
井) 
高
野
利
明(

ヤ
マ
ト
工

芸) 

谷
口
康
彦(
谷
口
眼
鏡) 

中
村
栄

夫(

タ
イ
ホ
ウ) 

西
村
憲
治(

西
村
金

属) 

廣
嶋
寿
雄(

福
井
信
用
金
庫) 

福

嶋
昭
二(

福
島
織
物) 

福
野
泰
介(

ｊ

ｉ
ｇ
ｊ
ｐ) 

堀
川
耕
地(

シ
䣺
ル
マ
ン) 

山
本
初
治(

や
ま
は
つ
菓
舗) 

山
本
能

嗣(

山
本
運
輸) 

湧
口
満
弘(

富
士
屋) 

吉
田
晃(

吉
田
産
業) 

吉
田
俊
博(

ヨ

シ
ダ
工
業) 

 

監
事 

増
田
仁
視(

増
田

公
認
会
計
士
事
務
所) 

田
中
雅
巳(

福

邦
銀
行
神
明
支
店) 

        

武
生
商
工
会
議
所
は
䣍
会
頭
に

山
本
仁
左
衛
門(

カ
ラ
ヤ
会
長
・
79

歳)

氏
を
再
任
䣎
３
期
目
と
な
る
山

本
会
長
は
䣓
サ
マ
䤀
フ
䣷
ス
テ
䣵

バ
ル
や
た
け
ふ
菊
人
形
な
ど
開
催

を
確
実
に
進
め
䣍
新
幹
線
駅
周
辺

も
市
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
関
わ
䣬
て
い
く
䣔
と
述
べ
た
䣎 

 

名
誉
顧
問
の
三
田
村
俊
文(

福

邦
銀
行
前
会
長
・
84
歳)

氏
を
再
任
䣎

参
与
に
河
野
通
亜(

武
生
特
殊
鋼

材
会
長
・
78
歳)

氏
を
新
任
䣎
副
会

頭
に
田
中
利
則(

倉
茂
電
工
社

長
・
68
歳)

氏
䣍
上
木
雅
晴(

ウ
エ

キ
グ
ミ
社
長
・
74
歳)

氏
を
再
任
䣎

三
村
昌
之(

小
野
谷
機
工
会
長
・
68

歳)
氏
を
新
任
䣎
専
務
理
事
に
西
藤

浩
一(
70
歳)

氏
を
再
任
し
た
䣎 

常
議
員 
立
松
敬
朗(

ア
イ
シ
ン
福
井) 

三
谷
勇
二(

印
章
ミ
タ
ニ) 

大
刀
隆
雄 

        
(

オ
䤀
ケ
ン) 

鎌
谷
孝
之(

鎌
仁
商
店) 

河
合
雄
二(

カ
ワ
イ) 

河
嶋
一(

カ
ワ

チ
䣻
ウ) 

木
下
寛
之(

キ
䣼
䤀
セ
䤀) 

金
巻
賢
哉(

ギ
䣺
レ
䣹
ク
ス) 

小
鍛
冶

祥
人(

重
松
産
業) 

操
上
亮
二(

信
越
化

学
工
業
武
生
工
場) 

米
岡
房
直(

武
生

青
果) 

河
野
通
郎(

武
生
特
殊
鋼
材) 

田
中
大
成(

田
中
建
設) 

玉
村
一
男

(

タ
マ
ヤ) 

三
田
村
絋
二(

丹
南
ケ
䤀
ブ

ル
テ
レ
ビ) 

中
西
昭
雄(

中
西
木
材) 

田
辺
隆
洋(

ヒ
䣹
ト
ユ
ニ
オ
ン
武
生) 

廣
嶋
寿
雄(

福
井
信
用
金
庫) 

村
田
治

夫(

福
井
鉄
道) 

野
村
愼
治(

福
井
村
田

製
作
所) 

佐
々
木
勇(

福
邦
銀
行
武
生

支
店) 

白
﨑
宏
門(

ふ
じ
や
食
品) 

伊

林
健
吾(

北
信
建
設) 

山
口
和
弘(

北

陸
電
力
丹
南
支
店) 

山
田
耕
一
郎(

山

耕) 

小
野
谷
圭
一(

料
亭
鎌
仁
別
荘) 

 

監
事 

木
村
祥
久(

福
井
銀
行
武
生
支

店) 

前
田
定
和(

北
陸
銀
行
武
生
支
店) 

 

新
会
頭
に
加
藤
氏
就
任 

 
魅
力
の
あ
る
鯖
江
を
創
造 

 

山
本
会
頭
３
期
目
再
任 

 

市
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る 
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大
野
商
工
会
議
所
は
臨
時
議
員

総
会
を
開
き
䣍
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
を
行
䣬
た
䣎
会
頭
に
稲

山
幹
夫(

稲
山
織
物
社
長
・
72
歳)

氏
を
再
任
䣎
稲
山
会
長
は
５
期
目

と
な
る
䣎
任
期
は
３
年
䣎 

 

稲
山
会
頭
は
令
和
８
年
春
の
中

部
縦
貫
自
動
車
道
全
線
開
通
で
大

野
が
福
井
県
の
東
の
玄
関
口
と
な

り
䣍
人
の
流
れ
䣍
交
流
が
大
き
く

変
化
す
る
た
め
䣍
仕
掛
け
を
し
て

い
き
た
い
と
意
気
込
む
䣎 

 

副
会
頭
に
大
野
建
設
業
会
会
長

の
森
尾
義
治(

森
尾
組
社
長
・
69

歳)

氏
と
大
野
鉄
工
金
属
協
同
組

合
理
事
長
の
加
藤
敏
治(

加
藤
製

缶
社
長
・
66
歳)

氏
を
新
任
䣎
専
務

理
事
に
飯
田
俊
市
郎(

64
歳)

氏
を

再
任
し
た
䣎
常
議
員
20
人
䣍
監
事

３
人
を
選
ん
だ
䣎 

       

常
議
員 

田
中
秀
一(

ア
ド
プ
ロ) 

佐
々
木
成
充(

越
前
信
用
金
庫) 

木
下

一
彦(

大
野
衛
生
設
備) 

藤
堂
規
行(

大

野
観
光
自
動
車) 

池
尾
宗
紀(

大
野
建

設
工
業) 

高
田
恵
造(

大
野
自
動
車
整

備
協
同
組
合) 

北
川
利
治(

協
同
組
合

大
野
商
業
開
発) 

室
谷
隆
夫(

オ
ザ
キ

ス
ポ
䤀
ツ) 

星
野
美
樹(

か
じ
惣) 

吉

田
政
信(
九
頭
龍
電
子
工
業) 

塗
茂
ひ

ろ
美(

寿
楽
山) 
杉
本
和
歌
子(

杉
本

清
味
堂) 

土
本
正
道(
土
本
組) 

山
本

浩
稔(

福
井
銀
行
大
野
支
店) 

北
本
伊

久
男(

北
陸
銀
行
大
野
支
店) 
金
川
克

行(

北
陸
電
力
福
井
支
店) 

前
田
豊
次

(

前
田
電
気) 

山
本
久
徳(

丸
栄
電
工) 

中
村
圭
吾(

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ナ
カ
ム
ラ) 

山
田
拓
郎(

山
二
工
業) 

 

監
事 

細

川
邦
彦(

北
伸
電
機) 

玉
木
健
治(

玉

木
健
治
税
理
士
事
務
所) 

山
田
照
幸

(

山
一
織
物) 

        

勝
山
商
工
会
議
所
は
䣍
新
会
頭

に
和
田
耕
三(

大
北
久
保
建
設
会

長
・
64
歳)

を
選
出
し
た
䣎
和
田
新

会
頭
は
平
成
11
年
に
同
会
議
所
の

常
議
員
と
な
り
䣍
平
成
16
年
か
ら

副
会
頭
を
６
期
18
年
務
め
䣍
県
建

設
業
協
会
理
事
な
ど
も
務
め
る
䣎 

 

和
田
新
会
頭
は
北
陸
新
幹
線
県

内
延
伸
や
中
部
縦
貫
道
全
線
開
通

を
控
え
䣍
市
内
で
は
県
立
恐
竜
博

物
館
の
リ
ニ
䣻
䤀
ア
ル
な
ど
が
進

ん
で
い
る
䣎
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず

観
光
の
産
業
化
に
注
力
し
て
い
く

と
意
欲
を
見
せ
た
䣎 

 

顧
問
に
荒
井
由
泰(

ケ
イ
テ
勖

会
長
・
74
歳)

前
会
頭
䣎
副
会
頭
に

阿
部
光
郎(

エ
ビ
ヤ
書
店
代
表
取

締
役
・
71
歳)

を
再
任
䣍
和
田
氏
の

後
任
は
空
席
と
し
た
䣎
専
務
理
事

に
前
県
ス
ポ
䤀
ツ
協
会
常
務
理
事 

       

の
宮
塚
和
彦(

61
歳)

氏
を
新
任
䣎 

 

常
議
員
18
人
と
監
事
３
人
を
選

ん
だ
䣎 

常
議
員 

今
井
克
己(

グ
リ
䤀
ン
開
発) 

江
守
哲
郎(

日
本
特
殊
織
物) 

大
林
謙

二(

勝
南
自
動
車) 

大
平
重
衛
門(

東
急

リ
ゾ
䤀
ツ
＆
ス
テ
イ) 

大
道
慎
治(

朝

日
印
刷) 

織
田
研
吾(

ラ
コ
䤀
ム) 

川

原
勝(

勝
山
サ
ン
プ
ラ
ザ) 

北
川
賢
一

(

北
八
建
設) 

木
下
克
則(

Ｋ
２
ア
ド
バ

ン
ス
ト) 

久
保
格
太
郎(

一
本
義
久
保

本
店) 

小
泉
綾
子(

松
文
産
業) 

斎
藤

清
一
郎(

タ
イ
セ
䤀) 

白
木
和
幸(

白

木
興
業) 

棚
林
英
美(

フ
ク
タ
カ) 

中

村
雅
彦(

大
福
交
通) 

福
田
憲
一(

北

陸
三
共
生
興) 

松
﨑
友
博(

勝
山
商
事) 

山
口
祐
示(

マ
イ
ラ
ン
Ｅ
Ｐ
Ｄ
合
同
会

社
勝
山
事
業
所) 

 

監
事 

瀬
戸
誠
一

(

瀬
戸
レ
䤀
ス) 

田
村
昌
博(

田
村
登
記

事
務
所) 

鷲
田
政
憲(

鷲
田
商
会) 

 

稲
山
会
頭
５
期
目
再
任 

 
中
部
縦
貫
道
全
線
開
通
に
向
け  

 

新
会
頭
に
和
田
氏
就
任 

 

好
機
を
逃
さ
ず
開
花
さ
せ
る  



 

 

 

Chamber of Commerce and Industry 
        

敦
賀
商
工
会
議
所
は
役
員
改
選

で
䣍
新
会
頭
に
奥
井
隆(
奥
井
海
生

堂
社
長
・
74
歳)

副
会
頭
を
選
任
䣎 

 

奥
井
新
会
頭
は
敦
賀
の
基
幹
産

業
で
あ
る
原
子
力
行
政
䣍
北
陸
新

幹
線
開
業
の
２
つ
が
課
せ
ら
れ
た

課
題
で
あ
り
䣍
全
力
を
注
ぐ
と
決

意
を
見
せ
る
䣎
特
に
新
幹
線
開
業

は
敦
賀
の
50
年
䣍
１
０
０
年
先
に

関
わ
る
䣎
嶺
南
地
域
へ
の
波
及
効

果
を
し
䣬
か
り
導
い
て
い
く
施
策

を
構
築
し
て
い
く
と
意
欲
を
示
す
䣎 

名
誉
会
頭
に
有
馬
義
一(

敦
賀

海
陸
運
輸
会
長
・
81
歳)

会
頭
が
就

任
䣎
副
会
頭
に
刀
根
荘
兵
衛(

塩
荘

社
長
・
68
歳)

氏
䣍
坊
栄
二(

敦
賀

信
用
金
庫
理
事
長
・
68
歳)

氏
を
再

任
䣎
有
馬
茂
人(

敦
賀
海
陸
運
輸
社

長
・
54
歳)

氏
を
新
任
䣎
常
議
員
23

人
と
監
事
３
人
を
選
出
し
た
䣎 

       

常
議
員 

小
森
英
宗(

キ
コ
䤀
綜
合) 

小
森
英
雄(

小
森
商
事) 

下
西
勝
雄

(

下
西
農
園) 

増
田
一
司(

増
田
清
商
会) 

久
木
富
広(

ジ
䣺
ク
エ
ツ) 

竹
中
善
一

(

敦
賀
ガ
ス) 

山
本
学(

敦
賀
セ
メ
ン
ト) 

松
下
豊(

東
洋
紡
敦
賀
事
業
所) 

師
尾

直
登(
日
本
原
子
力
発
電
敦
賀
事
業
本

部) 
小
畑
善
敬(

福
井
銀
行
敦
賀
支
店) 

上
口
泰
生(
北
陸
銀
行
敦
賀
支
店) 

高

橋
一
郎(

観
光
ホ
テ
ル) 

遠
藤
英
昭

(

新
日
本
海
フ
䣷
リ
䤀
敦
賀
支
店) 

壁
下

恒
和(

相
木
魚
問
屋) 
打
它
将(

ウ
タ) 

篠
原
憲
司(

あ
め
り
か
屋) 
岩
井
誠

(

イ
ワ
イ) 

川
口
光
夫(

川
口
電
気) 
塩

浜
都
広(

塩
浜
工
業) 

谷
口
隆
三(
大

鉄
建
機) 

福
地
礼
造(

敦
賀
協
栄
建
築) 

有
馬
浩
史(

日
本
ピ
䤀
エ
ス) 

浜
田
肇

(

濱
田
建
設) 

 

監
事 

池
田
保
典(

敦

賀
ギ
フ
ト) 

小
堀
真
嗣(

小
堀
菓
舗) 

清
水
直
喜(

清
水
工
業) 

        

小
浜
商
工
会
議
所
は
役
員
改
選

を
行
い
䣍
会
頭
に
井
田
浩
志(

井
田

ス
ク
エ
ア
社
長
・
59
歳)

氏
を
再
任
䣎

２
期
目
で
任
期
は
３
年
䣎 

 

井
田
会
頭
は
令
和
６
年
春
に
迫

る
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
期
待

感
を
示
し
䣍
こ
の
好
機
に
小
浜
の

魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
利
活
用
に

強
く
踏
み
込
み
た
い
と
抱
負
を
述

べ
䣍
敦
賀
以
西
の
延
伸
に
つ
い
て

も
新
駅
周
辺
の
開
発
は
も
ち
ろ
ん

市
街
地
と
ど
う
結
ぶ
か
䣍
官
民
一

体
と
な
䣬
て
考
え
て
い
き
た
い
と

し
た
䣎 

 

副
会
頭
に
山
岸
博
之(

ホ
テ
ル

ア
勖
バ
ン
ポ
勖
ト
会
長
・
76
歳)

氏
䣍
河
嶋
央(

若
狭
塗
セ
ン
タ
勖
社

長
・
59
歳)

氏
䣍
濱
詰
健
二(

小
浜

信
用
金
庫
理
事
長
・
59
歳)

氏
を
そ

れ
ぞ
れ
再
任
䣎
専
務
理
事
に
奥
東 

       

久
雄(

53
歳)

氏
を
新
任
し
た
䣎 

常
議
員
20
人
と
監
事
２
人
を
選

ん
だ
䣎 

常
議
員 

石
田
茂
樹(

イ
シ
ダ) 

海
岸

直
樹(

福
井
銀
行) 

桂
田
定
樹(

か
つ
ら

だ) 

河
村
泰
典(

マ
マ
䤀
ス
ト
ア
䤀) 

神
原
康
人(

関
西
電
力
送
配
電) 

木
下

弘
明(

ア
イ
ス
タ
イ
ル) 

桑
田
博
敏(

桑

田
テ
ン
ト) 

澤
田
幸
弘(

小
浜
製
鋼) 

芝
田
清
邦(

京
福
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト) 

田
村
均(

田
村
長) 

辻
井
晴
一(

辻
井

塗
装) 

西
野
弘
純(

小
浜
海
産
物) 

浜

田
孝
一(

浜
田
竹
材
店) 

早
川
浩
司

(

豊
和
自
動
車
整
備) 

藤
原
清
次(

せ
く

み
屋) 

松
原
芳
彦(

福
井
物
産) 

水
野

成
勇(

オ
䤀
イ
ン
グ) 

森
下
晃
壱(

森
下

建
材) 

山
田
秀
晃(

ウ
䣵
ル
パ
䣹
ク
ニ

シ
ヤ
マ) 

山
本
治
和(

直
組) 

 

監
事 

吉
田
善
人(

吉
田
善
人
税
理
士
事
務
所)

中
嶋
雄
三(

小
浜
ヤ
ン
マ
䤀) 

 

新
会
頭
に
奥
井
氏
選
任 

 
敦
賀
開
業
の
波
及
効
果
を
嶺
南
に  

 

井
田
会
頭
２
期
目
再
任 

 

観
光
資
源
の
利
活
用
に
踏
み
込
む  


